
平成２２年３月３日 

伊藤眞純 

神奈川ウォーキング参加Ｈ２２-⑱ 

 

 

・日時：平成２２年３月３日（水） 

・コース： 

①三浦海岸駅９：０５→河津桜並木→小松ヶ池公園→三崎口駅。今日の本番②に合流。６，８００歩（自

宅分１，５００歩含む）男５人と女７人、計１２人 

②三崎口駅１０：００→三戸の畑道→黒崎鼻（ストレッチ）→和田長浜海岸→十文字洞→荒崎公園→それ

いゆの丘→１５：４０解散。（バス）→三崎口駅。２６，５００歩（自宅分１，５００歩含む）男９人と

女１０人計１９人、吉越さん所用の為、黒崎鼻まで。 

・概要と所感 

平嶋さんからの御誘いメールで、今日は節句「お雛様」であるが、２月２８日（日）に末孫のお雛様を済

ませたのと、他の行事の空き日で、その上、初めてのコースにつき、急遽参加決定メール。天候も温かく

て、ウォーキングに最適の日でした。 

地元吉越さんの追加①コースは、河津まで行かなくても「河津桜」と「菜の花」が未だ見られるとのこと

で、これにも参加する為、早朝６時前起床して行く。勅使河原・神谷・田村・平山のお馴染みの皆さんの

顔も見え、男５人、女７人の１２人になりました。今日は節句、吉越さん途中の屋店で「桜餅」を買われ、

小松ヶ池で美味しく戴き「雛祭」を祝いました。 

河津桜＜河津町ホームページ＞によりますと 

河津桜は寒緋桜と早咲き大島桜の自然交配種で、花形は平開形で一重のやや下向き。花弁は５枚の円形無

毛。蕾の時は濃紅色であるが、満開時は淡紅色。原木は河津町田中の飯田宅の庭にある。飯田勝身氏（故

人）が昭和３０年（１９５５）頃の２月に河津川沿いの冬枯れの雑草の中で、芽吹いている桜の苗を見つ

けて、現在地の庭に植えたものが、昭和４１年（１９６６）から、１月下旬頃から１ヶ月にわたり咲き続

けた。この桜は河津町に原木が有ることから、昭和４９年（１９７４）「河津桜」と命名され、翌年河津町

の木に指定された。したがって原木は樹齢約５０年、樹高約１０ｍ、樹幅約１０ｍ、幹周１１５ｃｍ。 
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・三戸の畑道 

三浦半島にこんな広い平野が有るとは驚きです。天気が良ければ、伊豆の山々・富士山・湘南海岸・江の島等が望

める。三浦大根は９月に種を蒔き、翌年３月まで収穫。キャベツ・ブロッコリ等も見られました。この道は御用邸

候補地にも挙っていた為、地元では「御用邸道路」と呼ばれている。現在の御用邸は葉山。 

・黒崎鼻 

吉越さん推奨の場所です。素晴らしい眺めは説明丌要、写真でどうぞ。ここで戸田さんのストレッチ。 

・綺麗な水に映る空と岸壁 

・緑の海藻で飾られた奇岩 
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・黒崎四季の花 

・長浜海岸 

奇岩が有り、その岩に緑の海藻が一段と映え、砂浜もきれい

な水で、丁度、引き潮で、大きな若芽が沢山。 

幹付の大きな若芽手にとって見たのは初めてでした。 

御土産に沢山取った人は？赤いワカメも！ 

・この犬、荒磯

公園までお付

きあい 

 

 

 

 

・長浜海岸で昼食場所を探すもなかなか見つか

らず。砂浜の小高い草むらで昼食。広げるとト

ンビが直ぐ頭上の電信柱に、我々の食べ物を狙

って、急降下。女性のパン、取られました。 

・ボートの下から匂いをかいで黒猫、猫大好き

平嶋さんのおこぼれを待っている。投げても、

投げても届かず、男性軍に。１２：１０～ 
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・栗谷浜漁港へ：そそり立つ奇岩と砂浜トレーニン、ワカメの加工方法も見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イヌフグリの花？ 
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サスペン

スドラマ

専 用 建

物？ 



・夕日の丘から熊野神社・観明寺へ 

 

 

長井の道切り・藁の刀・蛇・サイコロ、３ヶ所の村境に張ってある。 

熊野神社で親切な叔父様に、詳しく聴かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それいゆの丘に向かう。近くに有るのですが、少々迷う。地元の「お風呂に入る親切なお父さん」に案内し

てもらう。ここは以前、深い谷間であり、ゴミ場に捨て場であった。そ

の上を埋め立て造成した所で、所々に

黒いガス（写真左）抜きパイプが有る。 

・それいゆの丘、１５時過ぎ到着。 

フランスのプロヴァンス地方の香り

漂う雰井気の施設。農業体験が出来る。 

・ここで解散。アイスクリ－ムや地元

産おつまみとビールで今日の素晴ら

しい三浦海岸ウォークの疲れを癒す。御土産を沢山買い帰途に。１５：４３と最終１６：１７のバスで三崎口

駅へ。御疲れ様でした。吉越さん・平嶋さん企画と案内有難うございました。 
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